
◎関係機関と連携した正確な情報発信による観光促進と農林水産業の復興
・情報発信・交流促進…県外SA・PA(9,11月)、アクアマリンパークでのイベント開催(11月)
・モニターツアー等…視察受入、大学生と交流

◎市沿岸部住民の帰還支援、被災者支援、地元住民との交流促進
・豊間地区まちづくり…日曜市開催支援 ・ｲﾝﾌﾗ整備…堤防、防災緑地、港、道路
・イベントによる被災者と地元住民交流…伝統・自然交流体験スクール、光のさくらまつり

◎安心をＰＲする取組の強化
・風評払拭に向けたイベント等…食をテーマとした住民交流イベント(11月)、おいしいふくしまいただきますキャンペーン

◎帰還に向けた環境整備と継続的な避難者の支援の取組
・道路等インフラ整備…R114小綱木バイパストンネル開通(4月),

原町川俣線水境バイパスの開通予定(11月)
・帰還までの継続的な避難者支援…避難者の健康・心のケア

਩
ਨ

਩
র

਩
વ

ভ
ஸ

વ
ভ
ஸ

ৼ
൨

ः
ॎ
ऌ

◎広域観光の推進、県産農林水産物の安全性ＰＲと消費販売促進
・DCを契機とした市町村等と連携した取組の推進

…ふくしまど真ん中！元気プロジェクト(7月～)

・県中地域の魅力発信…首都圏放送テレビ番組活用、着地型観光推進ツアー

・農林水産物ＰＲ…県中地方農林水産物販路拡大推進会議(6月～)、
安全・安心説明マニュアルの作成・配布等

◎県産物の消費拡大、誘客及び交流の促進
・農産物対策…おいしいふくしまいただきますキャンペーン、学校給食地産地消
・観光…桜プロジェクト(9月に体験ツアー)、ご当地キャラこども夢フェスタin白河、

３振興局連携ｲﾍﾞﾝﾄ「ふくしまからはじめよう。inみぶハイウェイパーク」(11月)

◎県全体の復興を牽引する企業立地の促進
・工業用地造成・分譲・立地支援…工業の森新白河B工区造成(㉖3月引渡予定)・人材育成…講習会、技塾

◎八重の桜効果の会津全域への波及と切れ目ない観光復興対策の推進
・観光・物産情報発信…「がんばろう会津」首都圏イベント(9月新宿)、

会津再興キャンペーン「iらんしょ」開設
・観光と食の一体推進…おいしいふくしまいただきますキャンペーン、会津漆器と食の融合
・交流人口拡大……全国グリーンツーリズム福島大会、会津縦貫北道路３工区の開通（9月)

◎観光・物産の魅力発信と新たな地域資源の創造
・首都圏等観光物産展…おいでよ！南会津。観光物産フェア(7月)、

まるごと南会津観光ＰＲフェア(11月)
・観光誘客強化…旅行商品造成、農家民泊推進、地域資源掘り起こし
・販路拡大等支援…通販拡大支援、アドバイザー派遣による６次化支援

◎避難者等に寄り添った生活の再建、インフラの整備、産業の再生・雇用の創出
・安心できる医療福祉…医療・介護従事者の確保等 ・被災者支援・交流…コミュニティ再生イベント等の開催
・復興を加速するインフラ整備…海岸防災林、道路(原町川俣線等)、相馬港等
・農商工業再生…事業再開・継続を支援

◎地域内外の消費者への安全性発信と消費拡大
・風評払拭…おいしいふくしまいただきますキャンペーン(年3回)、県外ｲﾍﾞﾝﾄ(仙台、関東)、直売所イベント(年４回)

新生ふくしま復興推進本部・地方本部の重点取組
【 重 点 取 組 】

工業の森

堂山

泉崎中核

矢吹ﾃｸﾉ

棚倉第二

鮫川越虫

復興を
加速させるために
重視する視点

復 興 計 画
（12の重点プロジェクト）

【地方本部】
復興を

加速させる
重点取組

県民が復興をより実感できるよう、戦略性

を持って対応するため、地方本部において、

地域の実情に応じた重点取組項目を設定し、

進捗を管理しながら取り組む。

１ 設定の趣旨

○ 全庁一体となって復興を進める観点から、

本部が定めた３つの「重視する視点」のう

ち、地域の実情から、特に推進すべき視点

に関する取組について、重点取組項目とし

て設定。

○ この他、緊急に取り組むべき課題が発生

した場合等、必要に応じ随時新たに設定。

２ 平成25年度の考え方

【 設定の考え方 】

※推進イメージ

【本部】

相馬港の復興

R114小綱木BPトンネル

ど真ん中！元気プロジェクト

農林水産物PR

いただきますキャンペーン

県南地方工業団地

会津漆器と食の融合

iらんしょ

下郷なかやま雪月火 フェアの開催

いただきますキャンペーン

光のさくらまつり

交流イベント
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